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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 11月 6日 (2007.11.6)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 相 互 に 接 触 面 を 有 す る 第 一 の 部 材 及 び 第 二 の 部 材 と 、
　 前 記 第 一 の 部 材 と 前 記 第 二 の 部 材 の 各 々 に 前 記 接 触 面 に 開 口 を 有 し て 形 成 さ れ た

と 、
　 前 記 位 置 決 め 穴 に 嵌 合 す る 位 置 決 め 治 具 と を 有 し 、
　 前 記 第 二 の 部 材 の 前 記 位 置 決 め 穴 が 貫 通 孔 に さ れ 、
　 前 記 貫 通 孔 内 側 に は ガ イ ド 部 が 設 け ら れ 、
　 前 記 位 置 決 め 治 具 は 、 前 記 ガ イ ド 部 に 案 内 さ れ て 回 転 す る こ と に よ っ て 直 進 力 を 生 じ る
駆 動 部 と 、 前 記 駆 動 部 の 直 進 方 向 に 前 記 駆 動 部 と 連 続 し て 形 成 さ れ た 位 置 決 め 部 と を 有 し
、
　 前 記 接 触 面 と は 逆 側 の 前 記 貫 通 孔 開 口 部 か ら 前 記 位 置 決 め 治 具 を 前 記 貫 通 孔 に 挿 入 さ せ
、
　 前 記 駆 動 部 が 回 転 す る こ と に よ っ て 生 じ る 直 進 力 に よ っ て 前 記 位 置 決 め 部 が 前 記 貫 通 孔
内 を 直 進 し て 前 記 第 一 の 部 材 の 位 置 決 め 穴 に 嵌 合 す る こ と に よ り 前 記 第 一 の 部 材 と 前 記 第
二 の 部 材 と を 位 置 決 め す る こ と を 特 徴 と す る 位 置 決 め 機 構 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ガ イ ド 部 が 雌 ね じ と し て 形 成 さ れ 、
　 前 記 駆 動 部 が 前 記 雌 ね じ に 螺 合 す る 雄 ね じ と し て 形 成 さ れ 、
　 前 記 位 置 決 め 部 が 前 記 位 置 決 め 穴 に 嵌 合 し た 状 態 で 前 記 雄 ね じ が 前 記 雌 ね じ に 案 内 さ れ
て 回 転 可 能 な 螺 合 関 係 を 前 記 雄 ね じ 及 び 前 記 雌 ね じ が 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に
記 載 の 位 置 決 め 機 構 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ガ イ ド 部 が 前 記 位 置 決 め 部 の 直 進 方 向 に 等 間 隔 に 配 置 さ れ た 突 起 部 と し て 形 成 さ れ
て な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 位 置 決 め 機 構 。
【 請 求 項 ４ 】
　 第 一 の 部 材 と 第 二 の 部 材 と を 位 置 決 め す る た め の 位 置 決 め 治 具 で あ っ て 、
　 雄 ね じ 部 と 、 前 記 雄 ね じ 部 と 連 続 し て 一 体 に 形 成 さ れ た 位 置 決 め 部 と を 有 し 、
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　 前 記 第 一 の 部 材 と 前 記 第 二 の 部 材 の 各 々 に は 位 置 決 め 穴 が 形 成 さ れ 、 前 記 第 二 の 部 材 の
位 置 決 め 穴 は 貫 通 孔 に さ れ 、
　 前 記 貫 通 孔 内 側 に は 前 記 雄 ね じ 部 と 螺 合 す る 雌 ね じ 部 が 設 け ら れ 、
　 前 記 雄 ね じ 部 が 回 転 す る こ と に よ っ て 生 じ る 直 進 力 に よ っ て 前 記 位 置 決 め 部 が 前 記 貫 通
孔 内 を 直 進 し て 前 記 第 一 の 部 材 の 位 置 決 め 穴 に 嵌 合 す る こ と に よ り 前 記 第 一 の 部 材 と 前 記
第 二 の 部 材 と を 位 置 決 め す る こ と を 特 徴 と す る 位 置 決 め 治 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 　

前 記 位 置 決 め 部 が 前 記 位 置 決 め 穴 に 嵌 合 さ
れ た 状 態 で 、 前 記 雄 ね じ 部 が 前 記 雌 ね じ 部 に 案 内 さ れ て 回 転 可 能 な 螺 合 関 係 と な る よ う に
当 該 雄 ね じ 部 が 前 記 雌 ね じ 部 に 対 し て ア ン ダ ー サ イ ズ に 加 工 さ れ て な る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ４ に 記 載 の 位 置 決 め 治 具 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 雄 ね じ 部 の 回 転 偏 心 量 が 、 前 記 位 置 決 め 部 と 前 記 位 置 決 め 穴 と の ク リ ア ラ ン ス 値 以
下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 又 は 請 求 項 ５ に 記 載 の 位 置 決 め 治 具 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 雄 ね じ 部 の 有 効 径 の 寸 法 を ｄ 2 ( 1 0 0 ) 、 基 準 有 効 径 寸 法 を ｄ 2 と し た 場 合 、 前 記 雄 ね
じ 部 の 有 効 径 が １ ． ５ ≦ （ ｄ 2 － ｄ 2 ( 1 0 0 ) ） ／ ｄ 2 × １ ０ ０ ≦ ４ ． ０ の 範 囲 で 設 定 さ れ て な
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 乃 至 請 求 項 ６ の い ず れ か 一 に 記 載 の 位 置 決 め 治 具 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 位 置 決 め 部 は 、 前 記 第 一 の 部 材 に 形 成 さ れ た 位 置 決 め 穴 と 嵌 合 す る 第 一 位 置 決 め 部
と 、 前 記 第 二 の 部 材 に 形 成 さ れ た 位 置 決 め 穴 と 嵌 合 す る 第 二 位 置 決 め 部 と を 有 し 、
　 前 記 第 一 位 置 決 め 部 の 位 置 決 め 治 具 軸 方 向 の 寸 法 を ｘ 、 前 記 雄 ね じ 部 の 位 置 決 め 治 具 軸
方 向 の 寸 法 を ｙ と し た 場 合 に ｘ ＜ ｙ の 関 係 が あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 乃 至 請 求 項 ７
の い ず れ か 一 に 記 載 の 位 置 決 め 治 具 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 位 置 決 め 部 の 先 端 に テ ー パ 部 が 設 け ら れ て な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 乃 至 請 求
項 ８ の い ず れ か 一 に 記 載 の 位 置 決 め 治 具 。
【 請 求 項 １ ０ 】
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前 記 位 置 決 め 部 を 前 記 位 置 決 め 穴 に 嵌 合 し た と き の 前 記 位 置 決 め 部 と 前 記 位 置 決 め 穴
と の ク リ ア ラ ン ス は 嵌 め 合 い 公 差 程 度 と さ れ 、

　 相 互 に 接 触 面 を 有 す る 第 一 の 部 材 及 び 第 二 の 部 材 と 、
　 前 記 第 一 の 部 材 と 前 記 第 二 の 部 材 の 各 々 に 相 互 の 前 記 接 触 面 に 開 口 を 有 し て 形 成 さ れ た
位 置 決 め 穴 と 、
　 前 記 位 置 決 め 穴 に 嵌 合 す る 位 置 決 め 治 具 と を 有 し 、
　 前 記 第 二 の 部 材 の 前 記 位 置 決 め 穴 が 貫 通 孔 に さ れ 、
　 前 記 貫 通 孔 内 側 に は ガ イ ド 部 が 設 け ら れ 、
　 前 記 位 置 決 め 治 具 は 、 前 記 ガ イ ド 部 に 案 内 さ れ て 回 転 す る こ と に よ っ て 直 進 力 を 生 じ る
駆 動 部 と 、 前 記 駆 動 部 の 直 進 方 向 に 前 記 駆 動 部 と 連 続 し て 形 成 さ れ た 位 置 決 め 部 と を 有 し
、
　 前 記 接 触 面 と は 逆 側 の 前 記 貫 通 孔 開 口 部 か ら 前 記 位 置 決 め 治 具 を 前 記 貫 通 孔 に 挿 入 さ せ
、
　 前 記 駆 動 部 が 回 転 す る こ と に よ っ て 生 じ る 直 進 力 に よ っ て 前 記 位 置 決 め 部 が 前 記 貫 通 孔
内 を 直 進 し て 前 記 第 一 の 部 材 の 位 置 決 め 穴 に 嵌 合 す る こ と に よ り 前 記 第 一 の 部 材 と 前 記 第
二 の 部 材 と を 位 置 決 め す る 位 置 決 め 機 構 を 用 い 、
（ １ ） 第 二 の 部 材 の 前 記 接 触 面 と は 逆 側 の 貫 通 孔 開 口 部 か ら 位 置 決 め 治 具 を 挿 入 し 、 位 置
決 め 治 具 の 雄 ね じ 部 を 、 貫 通 孔 の 雌 ね じ 部 に 螺 合 さ せ る 工 程 と 、
（ ２ ） 位 置 決 め 治 具 を 回 転 さ せ 、 位 置 決 め 治 具 の テ ー パ 部 が 、 第 二 の 部 材 の 位 置 決 め 孔 か
ら 突 出 す る ま で 位 置 決 め 治 具 の 挿 入 を 行 う 工 程 と 、
（ ３ ） 第 一 の 部 材 の 位 置 決 め 穴 と 第 二 の 部 材 の 位 置 決 め 孔 と が 一 致 す る よ う に 第 一 の 部 材
を 第 二 の 部 材 上 に 配 置 し 、 第 二 の 部 材 の 位 置 決 め 孔 か ら 出 た テ ー パ 部 が 第 一 の 部 材 の 位 置
決 め 穴 内 に 収 ま る よ う に 第 一 の 部 材 を 配 置 す る 工 程 と 、



【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 発 明 の 名 称
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 名 称 】 位 置 決 め 機 構 、 及 び 位 置 決 め 治 具 及 び 位 置 決 め 方 法
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 以 上 の 従 来 技 術 に お け る 問 題 点 に 鑑 み 、 複 数 の 部 材 か ら な る 複 合 製 品 の 各 部
材 相 互 を 容 易 に 位 置 決 め す る こ と が で き る 位 置 決 め 機 構 、 及 び 部 材 相 互 の 位 置 決 め と 分 離
を 容 易 に 行 う こ と が で き る 位 置 決 め 治 具 を 提
供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に 係 る 位 置 決 め 機 構 は 、 相 互 に 接 触 面 を 有 す る 第 一 の 部 材 及 び 第 二 の 部 材 と 、 前
記 第 一 の 部 材 と 前 記 第 二 の 部 材 の 各 々 に 前 記 接 触 面 に 開 口 を 有 し て 形 成 さ れ た
と 、 前 記 位 置 決 め 穴 に 嵌 合 す る 位 置 決 め 治 具 と を 有 し 、 前 記 第 二 の 部 材 の 前 記 位 置 決 め 穴
が 貫 通 孔 に さ れ 、 前 記 貫 通 孔 内 側 に は ガ イ ド 部 が 設 け ら れ 、 前 記 位 置 決 め 治 具 は 、 前 記 ガ
イ ド 部 に 案 内 さ れ て 回 転 す る こ と に よ っ て 直 進 力 を 生 じ る 駆 動 部 と 、 前 記 駆 動 部 の 直 進 方
向 に 前 記 駆 動 部 と 連 続 し て 形 成 さ れ た 位 置 決 め 部 と を 有 し 、 前 記 接 触 面 と は 逆 側 の 前 記 貫
通 孔 開 口 部 か ら 前 記 位 置 決 め 治 具 を 前 記 貫 通 孔 に 挿 入 さ せ 、 前 記 駆 動 部 が 回 転 す る こ と に
よ っ て 生 じ る 直 進 力 に よ っ て 前 記 位 置 決 め 部 が 前 記 貫 通 孔 内 を 直 進 し て 前 記 第 一 の 部 材 の
位 置 決 め 穴 に 嵌 合 す る こ と に よ っ て 前 記 第 一 の 部 材 と 前 記 第 二 の 部 材 と を 位 置 決 め す る こ
と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 位 置 決 め 治 具 は 、 　

前 記
位 置 決 め 部 が 前 記 位 置 決 め 穴 に 嵌 合 さ れ た 状 態 で 、 前 記 雄 ね じ 部 が 前 記 雌 ね じ 部 に 案 内 さ
れ て 回 転 可 能 な 螺 合 関 係 と な る よ う に 当 該 雄 ね じ 部 が 前 記 雌 ね じ 部 に 対 し て ア ン ダ ー サ イ
ズ に 加 工 さ れ て な る こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
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（ ４ ） 位 置 決 め 治 具 を 回 転 さ せ 締 め 込 み 第 一 の 部 材 の 位 置 決 め 穴 内 に 嵌 合 さ せ る 工 程 と 、
（ ５ ） テ ー パ 部 が 第 一 の 部 材 に 当 接 し た 状 態 で 、 位 置 決 め 治 具 を 締 め 込 む こ と に よ っ て 、
第 一 の 部 材 の 位 置 決 め 穴 と 第 二 の 部 材 の 位 置 決 め 孔 の 位 置 合 せ を 行 な う 工 程 と 、
（ ６ ） 第 一 の 部 材 と 第 二 の 部 材 を 位 置 決 め し た 後 、 締 結 ボ ル ト を 螺 設 穴 及 び 螺 設 孔 に 螺 合
さ せ 、 第 一 の 部 材 と 第 二 の 部 材 を 固 定 す る 工 程 と か ら な る こ と を 特 徴 と す る 位 置 決 め 方 法
。

及 び 係 る 位 置 決 め 治 具 を 用 い た 位 置 決 め 方 法

位 置 決 め 穴

前 記 位 置 決 め 部 を 前 記 位 置 決 め 穴 に 嵌 合 し た と
き の 前 記 位 置 決 め 部 と 前 記 位 置 決 め 穴 と の ク リ ア ラ ン ス は 嵌 め 合 い 公 差 程 度 と さ れ 、
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位 置 決 め 方 法 は 、 相 互 に 接 触 面 を 有 す る 第 一 の 部 材 及 び 第 二 の 部 材 と
、 前 記 第 一 の 部 材 と 前 記 第 二 の 部 材 の 各 々 に 相 互 の 前 記 接 触 面 に 開 口 を 有 し て 形 成 さ れ た
位 置 決 め 穴 と 、 前 記 位 置 決 め 穴 に 嵌 合 す る 位 置 決 め 治 具 と を 有 し 、 前 記 第 二 の 部 材 の 前 記
位 置 決 め 穴 が 貫 通 孔 に さ れ 、 前 記 貫 通 孔 内 側 に は ガ イ ド 部 が 設 け ら れ 、 前 記 位 置 決 め 治 具
は 、 前 記 ガ イ ド 部 に 案 内 さ れ て 回 転 す る こ と に よ っ て 直 進 力 を 生 じ る 駆 動 部 と 、 前 記 駆 動
部 の 直 進 方 向 に 前 記 駆 動 部 と 連 続 し て 形 成 さ れ た 位 置 決 め 部 と を 有 し 、 前 記 接 触 面 と は 逆
側 の 前 記 貫 通 孔 開 口 部 か ら 前 記 位 置 決 め 治 具 を 前 記 貫 通 孔 に 挿 入 さ せ 、 前 記 駆 動 部 が 回 転
す る こ と に よ っ て 生 じ る 直 進 力 に よ っ て 前 記 位 置 決 め 部 が 前 記 貫 通 孔 内 を 直 進 し て 前 記 第
一 の 部 材 の 位 置 決 め 穴 に 嵌 合 す る こ と に よ り 前 記 第 一 の 部 材 と 前 記 第 二 の 部 材 と を 位 置 決
め す る 位 置 決 め 機 構 を 用 い 、
（ １ ） 第 二 の 部 材 の 前 記 接 触 面 と は 逆 側 の 貫 通 孔 開 口 部 か ら 位 置 決 め 治 具 を 挿 入 し 、 位 置
決 め 治 具 の 雄 ね じ 部 を 、 貫 通 孔 の 雌 ね じ 部 に 螺 合 さ せ る 工 程 と 、
（ ２ ） 位 置 決 め 治 具 を 回 転 さ せ 、 位 置 決 め 治 具 の テ ー パ 部 が 、 第 二 の 部 材 の 位 置 決 め 孔 か
ら 突 出 す る ま で 位 置 決 め 治 具 の 挿 入 を 行 う 工 程 と 、
（ ３ ） 第 一 の 部 材 の 位 置 決 め 穴 と 第 二 の 部 材 の 位 置 決 め 孔 と が 一 致 す る よ う に 第 一 の 部 材
を 第 二 の 部 材 上 に 配 置 し 、 第 二 の 部 材 の 位 置 決 め 孔 か ら 出 た テ ー パ 部 が 第 一 の 部 材 の 位 置
決 め 穴 内 に 収 ま る よ う に 第 一 の 部 材 を 配 置 す る 工 程 と 、
（ ４ ） 位 置 決 め 治 具 を 回 転 さ せ 締 め 込 み 第 一 の 部 材 の 位 置 決 め 穴 内 に 嵌 合 さ せ る 工 程 と 、
（ ５ ） テ ー パ 部 が 第 一 の 部 材 に 当 接 し た 状 態 で 、 位 置 決 め 治 具 を 締 め 込 む こ と に よ っ て 、
第 一 の 部 材 の 位 置 決 め 穴 と 第 二 の 部 材 の 位 置 決 め 孔 の 位 置 合 せ を 行 な う 工 程 と 、
（ ６ ） 第 一 の 部 材 と 第 二 の 部 材 を 位 置 決 め し た 後 、 締 結 ボ ル ト を 螺 設 穴 及 び 螺 設 孔 に 螺 合
さ せ 、 第 一 の 部 材 と 第 二 の 部 材 を 固 定 す る 工 程 と か ら な る こ と を 特 徴 と す る 。
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